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　平成３０年第２回定例会が６月１４日に行われ、各会

計補正予算、各種条例の一部改正など、提案された案件

を審議し、全て原案どおり可決しました。

　また、６人の議員が一般質問を行い、さまざまな観点

から町政に問いかけました。

条例一部改正や補正予算等を審議！

いっぱい獲れたよ !!
　町立保育園（かもめ・日明・水堀）

の４～５歳児の子どもたちが、越前町

の山田優さんの畑でスナップえんどう

やじゃがいもの収穫を行いました。こ

の野菜収穫は、食育と野菜を身近に感

じてもらおうと今年初めて行われたも

のです。

　子どもたちは、土にまみれながら、

立派に育った野菜を手に、収穫を楽し

んでいました。
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議会だより ２

水堀排水機場機能診断・

機能保全計画策定事業等

計２，５１４万円を補正

６月 14 日　第２回定例会　こんなことが決まりました！

　第２回定例会は６月 14 日に開会し、

6議員が一般質問を行い、報告や承認、

条例改正や補正予算等の議案を審議

し、会期を１日残して閉会しました。

〈補正予算（専決含む）の主な事業〉

◇コミュニティ助成（新栄町「新栄山」山車新築補助）

250 万円（全額その他特定財源）

　・老朽化に伴う新栄町「新栄山」の新築に対する補助。

◇住民税副本データ標準レイアウト変更に伴う総合行

　政システム改修　　　　19 万 5 千円（全額一般財源）

　・社会保障税番号制度では、様々な業務で情報を照

　　会するため、データ項目の標準となるレイアウト

　　を国が定めているが、町税情報の照会において一

　　部の情報照会が不可能だったことから標準レイア

　　ウトが改正された。これに伴い、町の総合行政シ

　　ステムの改修を行う。

＜介護保険特別会計＞

◇一般介護予防事業（臨時看護師配置）

269 万 6 千円（全額その他特定財源）

　・職員の育児休暇に伴う職員配置に係る経費。

◇平成 30 年 8 月からの制度改正に伴う介護保険シス

　テム改修　　　　　　181 万 8 千円（国庫支出金他）

　・利用者負担割合の見直しなどの制度改正対応のた

　　めの介護保険事務処理システムの改修経費。

＜一般会計＞

◇水堀排水機場機能診断・機能保全計画策定

1,000 万円（全額道支出金）

　・長寿命化対策のために排水機場の機能診断と機能

　　保全計画の策定を委託する。

◇新栄町沢川通常砂防事業に係る工作物撤去等

100 万 9 千円（全額その他特定財源）

　・北海道が実施する砂防ダムの工事で、支障となる

　　工作物と流木を撤去・伐採。

◇経営所得安定対策　286 万 8 千円（全額道支出金）

　・担い手農家の経営安定化に資するための交付金の

　　支払いなど経営所得安定対策の推進活動に関する

　　経費の補正。

定例会補正予算の概要

会　計　名 今回補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 2,062 万 6 千円 54 億 2,589 万 8 千円

介護保険特別会計 451 万 4 千円 10 億 4,676 万 9 千円

計 2,514 万円 64 億 7,266 万 7 千円

（写真：水堀排水機場）
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議員から質疑 !（抜粋）
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し
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。
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度
合
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成
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か
ら
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。
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。
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く
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【
承
認
】

・
税
条
例
等
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分

　
　

町
民
税
関
連
は
、
控
除
対
象
配
偶

　

者
を
同
一
生
計
配
偶
者
に
変
更
す
る

　

こ
と
に
よ
る
規
定
の
整
備
、
固
定
資

　

産
税
関
係
で
は
、
土
地
等
に
係
る
課

　

税
の
特
例
期
間
を
現
行
か
ら
ま
た
３

　

年
間
延
長
す
る
こ
と
な
ど
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改
正
。
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国
民
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康
保
険
税
条
例
の
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正
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専
決
処
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所
得
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に
対
す
る
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減
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と
し
て
、
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民
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康
保
険
税
の
応

　

益
割
の
２
割
軽
減
と
５
割
軽
減
の
対

　

象
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積
算
す
る
際
の
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を
そ
れ
ぞ

　

れ
引
き
上
げ
る
も
の
。

・
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齢
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医
療
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す
る
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部
改
正
の
専
決
処
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保
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て
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所
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用
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て
い
る
方
が
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成
30
年
４
月
１
日
以

　

降
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
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し
た
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合
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所
地
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用
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引
き
継
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従
前
の
住
所
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の
後
期

　

高
齢
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広
域
連
合
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被
保
険
者
と
な

　

る
。

【
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例
改
正
】

・
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正

　
　

レ
セ
プ
ト
の
併
用
化
に
よ
り
各
家

　

庭
で
は
窓
口
負
担
な
く
受
診
出
来
る

　

医
療
機
関
が
町
内
か
ら
道
内
に
拡
大

　

さ
れ
る
。

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
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運
営
に
関
す
る
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を
定
め
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条
例
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一
部
改
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放
課
後
児
童
支
援
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的
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格
の
改
正
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結
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事
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］
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屋
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地
２
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築
主
体
工
事

　

［
契
約
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額
］
７
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２
２
万
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千
円

　

［
契
約
相
手
］
株
式
会
社
田
畑
建
設

・
過
疎
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域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の

　

変
更

　
　

大
澗
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
改
修

　

補
助
及
び
老
人
福
祉
施
設
等
整
備
事

　

業
費
補
助
を
追
加
登
載
。

・
町
有
財
産
の
処
分

　
　

新
栄
町
沢
川
通
常
砂
防
事
業
に
係

　

る
町
有
地
を
処
分
。
６
，
６
３
６
．

　

７
２
㎡
、
処
分
価
格
９
７
５
万
６
，

　

０
０
８
円
。

・
農
業
委
員
の
任
命
同
意

　
　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

　

改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
選
出
方

　

法
が
農
業
者
に
よ
る
選
挙
及
び
団
体

　

等
の
推
薦
か
ら
、
市
町
村
長
が
議
会

　

の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
に
変

　

更
に
な
っ
た
。

　
　

さ
ら
に
、
過
半
数
を
原
則
と
し
て
、

　

認
定
農
業
者
と
す
る
こ
と
、
農
業
者

　

以
外
の
者
で
中
立
的
・
公
正
的
な
判

断
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
者
を

１
名
以
上
と
す
る
こ
と
、
女
性

及
び
青
年
も
積
極
的
に
登
用
す

る
こ
と
、
こ
の
３
項
目
の
条
件

が
付
さ
れ
て
い
る
。

◇
任
命
同
意
さ
れ
た
農
業
委
員

・
小
笠
原
裕
章
氏
（
水
堀
町
）

・
笠
原　

一
雄
氏
（
越
前
町
）

・
栗
田　
　

功
氏
（
鰔
川
町
）

・
小
林　

克
夫
氏
（
柳
崎
町
）

・
佐
藤　
　

均
氏
（
小
黒
部
町
）

・
佐
藤　

幸
男
氏
（
水
堀
町
）

・
従
二
谷
伸
一
氏
（
愛
宕
町
）

・
鈴
木　

朝
雄
氏
（
越
前
町
）

・
中
野　

弘
一
氏
（
田
沢
町
）

・
畠
山　

克
朗
氏
（
中
網
町
）

・
村
田　

雄
一
氏
（
水
堀
町
）

・
山
口　

艶
子
氏
（
鰔
川
町
）

・
吉
田
喜
代
志
氏
（
小
黒
部
町
）

６月 14 日　第２回定例会　こんなことが決まりました！
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【
報
告
】

・
平
成
29
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

　

計
算
書

　
　

平
成
29
年
度
に
繰
越
し
て
使
用

　

す
る
予
算
に
つ
い
て
報
告
。
公
営

　

住
宅
長
寿
命
化
対
策
（
町
営
住
宅

　

南
が
丘
第
３
団
地
長
寿
命
化
改
修
）

　

２
，
７
７
７
万
４
千
円
を
繰
越
。

・
平
成
29
年
度
一
般
会
計
事
故
繰
越
し

　

計
算
書

　
　

平
成
29
年
度
に
事
故
繰
越
し
て
使

　

用
す
る
予
算
に
つ
い
て
報
告
。
旧

　

Ｊ
Ｒ
江
差
線
の
用
地
確
定
測
量
に

　

つ
い
て
、
例
年
に
な
い
大
雪
で
、
現

　

地
で
の
作
業
が
遅
れ
た
こ
と
、
ま
た

　

一
部
の
土
地
で
法
務
局
に
公
図
が
無

　

い
な
ど
の
不
備
が
あ
り
、
財
務
事
務

　

所
な
ど
関
係
機
関
と
の
協
議
に
時
間

　

を
要
す
る
た
め
、
２
５
９
万
２
千
円

　

を
繰
越
。

・
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定
の
専

　

決
処
分

　

・
臨
時
作
業
員
の
起
こ
し
た
リ
ー
ス

　

車
両
で
の
追
突
事
故
の
和
解

　

・
旧
日
明
小
中
学
校
体
育
館
か
ら
の

　

落
雪
に
よ
る
倉
庫
の
破
損
事
故
の
和

　

解
・
土
地
開
発
公
社
に
か
か
る
経
営
状
況

　
　

土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
を
資

　

料
で
提
出
。
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議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

六
議
員
が
町
政
を
問
う

　定例会で次のとおり、町長が行政報告しました。

１　平成29年度各会計決算見込みについて

　歳入総額56億7,491万円

　歳出総額55億7,865万3千円

　歳入歳出差引　 9,625万7千円

　繰越金を差し引いた実質収支は7,595万1千円で3,800万円

　を財政調整基金に積立、残額は繰越金。

２　平成29年度水道事業会計決算概要について

　営業収益2億7,366万8千円

　営業費用2億7,534万6千円

　営業外収益1億8,289万4千円

　営業外費用　　 7,040万円

　当年度純利益1億1,116万9千円

　年度末欠損処理額1億8,174万9千円

２　寄付採納について

・生活協同組合コープさっぽろ　理事長　大見英明様

　交通安全ランドセルカバー100枚（新入学児童へ）

・江差ライオンズクラブ　会長　片石明彦様

　ノート・鉛筆の学用品55組（青少年健全育成に）

・函館地方安全運転管理者事業主会江差支部　支部長　打越

　東亜夫様

　江差警察署管内５町のマスコットキャラクターが描かれた

　横断旗50本（交通事故抑止活動の一環）

・函館地方電気工事協同組合江差支部支部長　国仙勝彦様

　現金10万円（町政発展のために）

意 見 書 を 提 出
　６月定例会では12件の意見書を提出し、９件を可決、関係

行政機関へ提出しました。

◆ライドシェアの推進に対する慎重な審議を求める意見書

◆教職員の長時間労働解消に向け、「公立の義務教育諸学校

　等の教育職員の給与等に関する特別措置法（給特法）」の

　廃止を含めた見直しを求める意見書

◆教職員の超勤・多忙化解消・「30人以下学級」の実現、

　義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、「子

　どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障に向

　けた意見書

◆2019年度地方財政の充実・強化を求める意見書

◆2018年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

◆地域材の利用拡大推進を求める意見書

◆旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見書

◆ヘルプマークのさらなる普及推進を求める意見書

◆日本年金機構の情報セキュリティー対策の見直しを求める

　意見書

第 2 回 定 例 会  行 政 報 告
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6 月定例会　一般質問 飯田　隆一 議員（無会派）

　

横
山
家
当
主
の
横
山
敬
三

氏
が
急
逝
さ
れ
、
現
在
横
山

家
は
閉
館
し
て
い
る
。
横
山

家
の
現
状
を
町
と
し
て
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

　

一
般
的
な
補
助
金
申
請
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
方

策
は
。

　

横
山
家
は
ニ
シ
ン
文
化
繁

栄
の
拠
点
。
保
存
・
伝
承
す

る
た
め
に
も
遺
族
と
話
し
合

い
を
進
め
、
早
急
に
支
援
策

を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

　

町
に
と
っ
て

重
要
な
文
化
財
で
あ
り
観
光

施
設
で
あ
る
。
貴
重
な
建
造

物
で
あ
り
、
い
に
し
え
街
道

の
歴
史
的
景
観
を
構
成
す
る

中
核
的
施
設
で
も
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

補
助
金
申
請
は
、
中
村
家

は
昭
和
46
年
に
国
の
重
要
文

化
財
の
指
定
を
受
け
、
昭
和

55
年
に
修
復
工
事
着
手
、
昭

和
57
年
に
完
成
。
国
庫
補
助

は
２
分
の
１
、
残
り
２
分
の

１
を
道
と
町
で
負
担
し
て
い

る
。
当
時
の
総
事
業
費
は
約

１
億
６
千
万
円
。
郡
役
所
は
、

平
成
４
年
に
道
の
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
計
画
か
ら

工
事
完
成
ま
で
６
年
の
期
間

を
要
し
て
い
る
。
総
事
業
費

は
約
４
億
４
千
万
円
。

　

横
山
家
は
、
日
本
遺
産
認

定
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す

る
上
で
、
重
要
な
文
化
財

資
源
。
現
在
、
個
人
所
有
で

あ
り
、
相
続
関
係
人
と
の
意

見
交
換
、
正
式
な
要
請
等
を

踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
方
策

が
必
要
な
の
か
検
討
し
て
い

く
。　

遺
族
と
会
っ
て
意
向

を
確
認
し
た
の
か
。

　

修
繕
費
は
ど
の
く
ら
い
か

か
る
の
か
。
一
向
に
進
展
し

な
い
原
因
は
何
か
。

　

横
山
敬
三
氏
か
ら
、
道
指

定
か
ら
国
指
定
の
評
価
替
を

要
望
し
て
い
る
が
、
町
と
し

て
国
や
道
に
対
し
行
動
し
た

の
か
。

　

敬
三
氏

の
兄
と
面
会
し
た
が
、
正
式

な
依
頼
・
要
望
は
受
け
て
い

な
い
。
相
続
関
係
人
の
代
表

が
決
定
次
第
話
し
合
い
を
し

て
い
き
た
い
。

　

横
山
家
の
修
繕
費
は
文
化

財
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
依
頼
し
な
け
れ
ば
実
際
の

金
額
は
出
て
こ
な
い
。
生
前

の
横
山
氏
に
も
そ
の
金
額
を

提
示
す
る
よ
う
求
め
、
そ
れ

が
あ
れ
ば
、
道
や
国
に
対
し

要
望
で
き
る
こ
と
を
話
し
て

い
た
。

　

大
幅
な
調
査

を
し
な
い
限
り
経
費
が
ど
の

程
度
か
か
る
の
か
見
当
が
つ

か
な
い
。
貴
重
な
建
物
の
た

め
保
存
し
て
い
く
べ
き
も
の

と
考
え
る
が
、
ど
う
進
め
て

い
く
か
今
後
の
検
討
課
題
と

考
え
て
い
る
。

　

遺
族
と
積
極

的
に
話
し
合
い
を
し
て
い
く

こ
と
と
並
行
し
て
、
道
教
委

と
の
接
触
も
図
り
な
が
ら
、

ど
う
い
っ
た
支
援
が
で
き
る

の
か
等
、
教
育
委
員
会
で
進

め
る
段
取
り
で
い
る
。

　

何
と
か
早
い
時
期

に
先
方
と
話
し
合
い
を
進

め
、
改
修
や
開
館
の
手
立
て

を
進
め
て
も
ら
い
た
い
が
。

　

遺
族
と
の
話

し
合
い
の
中
で
の
協
議
に

な
っ
て
い
く
。

　

町
外
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
施

工
の
住
宅
が
増
え
て
い
る

が
、
町
の
経
済
に
と
っ
て
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
と
考
え
る

が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

　

町
有
地
等
の
売
却
で
、
奨

励
策
を
付
け
て
も
売
れ
な
い

要
因
を
ど
う
分
析
し
て
い
る

か
。

　

江
差
駅
跡
地
の
分
譲
に
つ

い
て
、
大
胆
な
奨
励
策
を
打

ち
出
す
べ
き
で
は
。

　

具
体
的
な
状
況
は

把
握
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、

経
済
損
失
を
算
出
す
る
の
は

困
難
。
都
市
計
画
区
域
内
に

限
っ
て
は
、
昨
年
度
は
６
件

中
５
件
が
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
施
工
と
な
っ
て
い

る
。

　

町
有
地
の
売
却
が
進
ま
な

い
要
因
は
、
住
宅
を
建
て
た

い
人
の
立
地
環
境
な
ど
希

望
す
る
条
件
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
問
題
や
町
と
し
て
の
Ｐ

Ｒ
不
足
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
広
報
誌
に
よ
る
周
知
の

他
、
看
板
の
設
置
な
ど
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

　

江
差
駅
跡
地
は
、
住
宅
を

建
設
し
定
住
し
て
頂
く
こ
と

を
第
一
義
的
な
目
的
と
し
て

い
る
。
地
元
業
者
の
施
工
に

結
び
付
く
よ
う
な
仕
組
み
を

検
討
し
、
少
し
で
も
地
域
へ

還
元
が
出
来
る
も
の
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　

駅
の
跡
地
の
分
譲
地

は
江
差
小
学
校
と
南
が
丘
小

学
校
の
ど
ち
ら
に
通
う
こ
と

に
な
る
の
か
。

　

土
地
の
売
却
に
は
大
胆
な

も
の
を
求
め
た
い
。
も
っ
と

も
っ
と
見
直
し
を
か
け
て

売
り
出
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

　

新
た
な
奨
励

策
は
現
在
検
討
中
だ
が
、
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
方
策
を

取
り
た
い
。
定
住
し
、
家
を

建
て
、
地
元
業
者
を
使
っ
て

頂
く
こ
と
を
課
内
で
検
討
し

た
い
。

　

通
学
区

域
と
し
て
は
、
南
が
丘
小
学

校
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

「
北
海
道
文
化
財
横
山
家
の
現
状
と

　

文
化
財
保
護
及
び
観
光
対
策
に
つ
い
て
」

「
町
有
地
等
の
売
却
と

　
　  

建
設
業
振
興
策
に
つ
い
て
」

横
山
家

旧
江
差
駅
跡
地
の
分
譲
予
定
地
。

教
育
長

再社
会
教
育
課
長

教
育
長

副
町
長

再
再

副
町
長

町
長

財
政
課
長

学
校
教
育
課
長

再



受
け
付
け
て
い
る
の
か
。

　

相
談
は

児
童
生
徒
、
保
護
者
全
て
相

談
対
象
と
な
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
に
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
市
場

な
ど
と
言
わ
れ
、
経
済
効
果

が
見
ら
れ
る
が
前
向
き
に
考

え
て
は
。

　

何
と
か
状
況

を
掴
み
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等

に
つ
い
て
は
、
今
後
内
部
で

の
検
討
も
必
要
。

　

ど
の
よ
う
な
効
果

を
も
た
ら
せ
る
観
光
を
展
開

出
来
る
の
か
、
今
後
検
討
し

考
え
て
い
く
一
つ
の
材
料
に

さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

自
殺
対
策
基
本
法
が

２
０
１
６
年
に
改
正
さ
れ
、

市
町
村
で
も
自
殺
対
策
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
町
内
で
も
毎
年
の
よ
う

に
自
殺
者
が
出
て
対
策
が
急

が
れ
る
が
、
町
で
の
策
定
は
。

　

市
町
村
計
画
は
、

町
の
他
の
計
画
と
の
整
合

性
・
調
整
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
、
他
の
計
画
の
一
部
と

し
て
策
定
す
る
こ
と
も
可

能
。
厚
生
労
働
省
の
市
町
村

自
殺
対
策
計
画
策
定
の
手
引

き
を
参
考
に
、
江
差
保
健
所

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
単
独
計
画
か
、
健
康
増

進
計
画
の
中
に
盛
り
込
む

か
、
な
ど
を
含
め
内
部
検
討

し
、
６
月
中
に
計
画
策
定
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成

し
、
年
度
末
ま
で
の
策
定
作

業
を
進
め
た
い
。

　

地
域
の
実
情
を
勘
案

し
た
単
独
で
の
計
画
を
策
定

し
、
そ
れ
を
根
拠
に
道
立
病

院
の
診
療
体
制
の
充
実
を
強

く
求
め
て
い
く
べ
き
。
自
殺

死
亡
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
単
独

計
画
で
い
く
べ
き
で
は
。

　

課

内

で
内
部
検
討
し
た
上
で
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
が
町

に
と
っ
て
い
い
の
か
を
、
も

う
少
し
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
に
つ
い

て
、
学
校
で
の
取
り
組
み
は
。

　

目
に
見
え
る
人
権
意
識
の

向
上
を
推
進
し
、
個
人
を
尊

重
し
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
に
す
べ
き
。

　

道
教
委
が
作

成
し
た
教
職
員
向
け
の
資

料
、
性
同
一
性
障
害
の
理
解

の
た
め
に
、
を
活
用
し
、
教

職
員
研
修
を
実
施
し
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
関
連
の
研
修
を

実
施
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
。
性
同
一
性
障
害
や
性
的

志
向
・
性
自
認
に
係
り
、
悩

み
や
不
安
を
抱
え
る
児
童
生

徒
か
ら
相
談
を
受
け
る
場
合

は
、
研
修
資
料
等
を
活
用
し

適
切
に
対
応
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

　

そ
の
方
々
が
何
を

求
め
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
な
制
度
設
計
が
必
要
で
あ

る
か
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

　

人
権
意
識
の
向
上
の
推

進
、
町
民
が
個
人
を
尊
重
し

合
う
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

こ
と
に
関
し
て
は
、
議
員
と

同
様
の
考
え
で
あ
る
。

　

も
し
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
生

徒
が
居
た
と
し
て
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
、

面
談
し
た
い
場
合
、
保
護
者

か
ら
の
連
絡
が
必
要
な
の

か
。
児
童
本
人
の
連
絡
で
も
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「
少
数
者
へ
の
正
し
い
知
識
と

　
　  

人
権
向
上
推
進
に
つ
い
て
」

「
自
殺
予
防
の
対
策
に
関
し
て

　
　
　
　
　  
の
現
状
に
つ
い
て
」

　

自
殺
対
策
で
は
、
良
質
で

適
切
な
精
神
医
療
体
制
の
整

備
が
必
要
。
道
立
江
差
病

院
の
精
神
神
経
科
の
診
療
体

制
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

介
護
疲
れ
、
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
や
引
き
込
も
り
、

貧
困
等
か
ら
自
殺
に
至
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
家
族
も
含

め
た
現
状
で
の
対
応
は
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す

る
教
育
に
つ
い
て
、
少
な
く

と
も
年
に
１
回
、
各
教
科
な

ど
の
授
業
の
一
環
と
し
て
推

進
す
る
よ
う
に
と
の
通
達
が

き
て
い
る
と
思
う
が
、
実
施

状
況
は
。

　

第
二
次
保
健
医
療

福
祉
圏
域
で
は
唯
一
の
精
神

科
で
あ
り
、
身
近
で
専
門
医

に
受
診
出
来
る
こ
と
は
、
自

殺
予
防
対
策
の
一
つ
と
し
て

重
要
。
精
神
科
診
療
体
制
の

充
実
を
今
後
も
引
き
続
き
道

に
要
望
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。

　

各
種
事
業
に
お
い
て
自
殺

予
防
対
策
の
視
点
で
早
期
発

見
や
予
防
を
行
っ
て
い
る
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
等
の
地
域
把
握
の
訪
問

や
乳
幼
児
健
診
等
未
受
診
者

訪
問
等
で
情
報
を
把
握
し
、

早
期
に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　

児
童
生
徒
へ

の
自
殺
予
防
対
策
に
係
る
授

業
は
、
全
小
中
学
校
で
実
施

し
て
い
る
。

　

授
業
以
外
で
は
、
自
殺
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
修
や
教

育
相
談
等
を
実
施
し
、
悩
み

を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
早
期

発
見
に
努
め
る
こ
と
、
休
み

が
ち
の
児
童
生
徒
が
出
た
場

合
、
迅
速
な
保
護
者
へ
の
連

絡
や
家
庭
訪
問
等
に
よ
り
継

続
的
に
様
子
を
確
認
す
る
こ

と
を
行
っ
て
い
る
。

「
市
町
村
自
殺
対
策
計
画
の

　
　
　
　
　
　  
策
定
に
つ
い
て
」

　

全
町
民
が
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う
啓
発
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

　

色
々
と

携
わ
る
方
達
が
一
人
ひ
と
り

厚生労働省が３月に行っている自殺対策

強化月間のＰＲポスター。よりそい相談

電話は 24 時間対応している。

町
長

再健
康
推
進
課
長

町
長

健
康
推
進
課
長

町
長

再

意
識
を
持
っ
て
見
守
る
、
気

づ
く
対
策
が
非
常
に
重
要
。

自
殺
対
策
行
動
計
画
へ
反
映

し
て
い
け
る
よ
う
努
め
た

い
。

教
育
長

教
育
長

再
再

学
校
教
育
課
長

総
務
課
長

町
長

再
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地
域
防
災
計
画
が
策
定
さ

れ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配

布
も
さ
れ
た
。
災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
身

を
守
る
に
は
ま
ず
逃
げ
る
の

が
一
番
と
考
え
る
。

　

町
内
会
は
独
自
で
図
上
説

明
会
や
ビ
デ
オ
を
活
用
し
て

の
話
し
合
い
な
ど
で
、
注
意

を
促
し
て
い
る
が
、
行
動
し

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
防
災

意
識
向
上
の
た
め
、
町
を
あ

げ
て
大
き
な
避
難
訓
練
の
実

施
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

町
民
を
巻
き
込
ん

だ
避
難
訓
練
は
平
成
26
年
11

月
に
実
施
し
た
北
海
道
防
災

総
合
訓
練
以
降
行
っ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。
執
行
方
針

に
は
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
全
戸
配
布
に
伴
い
、
町

内
会
・
自
治
会
と
連
携
し
て

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
方

法
と
図
上
訓
練
や
防
災
・
避

難
訓
練
を
行
う
、
と
し
て
い

る
。
具
体
的
な
方
法
や
時
期

は
今
後
検
討
す
る
が
、
津
波

避
難
訓
練
も
一
つ
の
方
法
と

考
え
て
い
る
。
実
際
に
参
加

し
行
動
す
る
こ
と
で
、
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

避
難
経
路
の
確
保
や

要
支
援
者
と
の
付
き
合
い
方

な
ど
を
考
え
る
い
い
機
会
に

な
る
。
継
続
し
て
毎
年
行
う

考
え
は
あ
る
の
か
。

　

今
年
度
は
や

る
こ
と
で
検
討
を
進
め
て
い

る
。
継
続
し
て
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
そ
う
出
来
る

よ
う
努
め
た
い
。

　

保
育
園
や
各
小
中

学
校
、
介
護
施
設
、
福
祉
施

設
の
訓
練
状
態
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

各
小
中

学
校
は
、
防
災
訓
練
は
年
１

回
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

火
災
、
津
波
を
行
っ
て
い
る
。

　

保
育
園

の
避
難
訓
練
は
毎
月
定
例
で

行
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
１
、
２
年
、
江
差
で

も
ニ
シ
ン
が
獲
れ
て
き
て
い

る
よ
う
だ
が
、
町
民
の
間
で

は
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ニ
シ

ン
そ
ば
や
ニ
シ
ン
漬
け
に
は

馴
染
み
が
あ
る
も
の
の
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
特
に
加
工
し

な
く
て
も
煮
た
り
焼
い
た

り
、
家
庭
で
手
軽
に
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
、

も
っ
と
町
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め

に
、
町
民
対
象
の
ニ
シ
ン
料

理
の
試
食
会
を
開
き
、
味
を

覚
え
て
頂
き
、
調
理
方
法
を

広
め
、
も
っ
と
も
っ
と
活
用

を
図
り
、
消
費
に
繋
げ
て
、

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　

町
に
お
け
る
ニ
シ

ン
漁
は
近
年
徐
々
に
水
揚
げ

が
増
え
、
平
成
29
年
に
は
約

０
．
８
ト
ン
、
本
年
は
約
３

ト
ン
の
水
揚
げ
が
あ
っ
た
。

　

ニ
シ
ン
資
源
の
増
大
を
図

る
た
め
、
檜
山
管
内
水
産
振

興
対
策
協
議
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
稚
魚
の
放
流
事
業

を
続
け
て
い
る
。
こ
の
放
流

事
業
に
使
わ
れ
な
い
ニ
シ
ン

が
一
般
に
流
通
し
、
市
場
へ

出
回
る
状
況
に
あ
る
。
ま
だ

ま
だ
、
少
な
い
量
の
流
通
だ

が
、
本
年
は
年
間
を
通
じ
た

江
差
産
ニ
シ
ン
の
流
通
や
観

光
客
へ
の
提
供
な
ど
を
目
指

し
て
、
江
差
町
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
漁
協
と
協
力

し
、
ニ
シ
ン
約
730
キ
ロ
を
冷

凍
し
確
保
し
た
。

　

ニ
シ
ン
の
繁
栄
が
息
づ
く

町
と
し
て
日
本
遺
産
に
も
認

定
さ
れ
、
食
文
化
に
つ
い
て

も
ニ
シ
ン
そ
ば
、
ニ
シ
ン
漬

け
、
ニ
シ
ン
の
三
平
汁
な
ど

多
く
の
伝
統
的
な
調
理
方
法

の
他
、
新
た
な
調
理
法
や
土

産
品
へ
の
加
工
な
ど
、
企
業

や
飲
食
店
に
も
研
究
や
努
力

を
し
て
頂
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
町
民
に
も
地
元

産
ニ
シ
ン
の
味
に
親
し
ん
で

も
ら
い
、
手
軽
に
活
用
し

て
頂
く
地
産
地
消
に
つ
い
て

も
、
重
要
な
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
町
民
を
対
象
と

し
た
ニ
シ
ン
料
理
教
室
、
料

理
講
習
会
等
の
開
催
に
つ
い

て
検
討
し
、
今
後
も
江
差
産

ニ
シ
ン
の
消
費
拡
大
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　

か
も
め
島
ま
つ
り
の

炉
端
焼
き
で
、
ニ
シ
ン
を
焼

く
予
定
は
な
い
の
か
。

　

今
の
と

こ
ろ
具
体
的
に
協
議
し
た
経

過
は
な
い
。
団
体
と
再
度
協

議
し
、
対
応
可
能
か
協
議
し

て
い
き
た
い
。

「
災
害
時
の
避
難
訓
練
に
つ
い
て
」

「
ニ
シ
ン
の
活
用
（
消
費
）
に
つ
い
て
」

ニ
シ
ン
の
三
平
汁
（
上
）
と
ニ
シ
ン

漬
（
右
）
。
ど
ち
ら
も
昔
か
ら
食
べ

ら
れ
て
い
る
郷
土
料
理
。

町
長

再総
務
課
長

再
再

学
校
教
育
課
長

町
民
福
祉
課
長

町
長

再追
分
観
光
課
長

か
も
め
保
育
園
で
は
毎
月
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
る
。
防
災
ず
き
ん
を

か
ぶ
り
避
難
す
る
園
児
。
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町
内
か
ら
情
報
過
疎
地
を

無
く
す
必
要
が
あ
る
。
地
域

住
民
か
ら
は
早
期
に
情
報
基

盤
整
備
の
要
望
も
あ
る
。
新

た
に
光
回
線
を
導
入
す
る
と

な
れ
ば
、
膨
大
な
予
算
が
掛

か
る
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
Ｗ

ｉ
ー
Ｆ
ｉ
の
活
用
な
ど
に
つ

い
て
、
今
後
、
光
回
線
が
配

線
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
の

運
営
方
法
に
つ
い
て
、
庁
内

で
ど
の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ

て
い
る
か
。

　

昨
年
６
月
定
例
会

で
の
質
問
、
７
月
に
旧
朝
日

校
下
の
町
内
会
に
越
前
町
内

会
を
加
え
た
６
町
内
会
か
ら

も
同
様
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

現
在
、
携
帯
電
話
会
社
に

お
い
て
様
々
な
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
光
回
線
を
使
用

し
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
と
遜
色
の
な
い
環
境
が

当
該
地
域
の
一
般
家
庭
等
で

も
利
用
で
き
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
費
用
面
も

含
め
た
環
境
が
、
広
く
地
域

に
普
及
、
浸
透
し
て
い
く
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
普
及
し
て

い
る
現
在
で
は
、
当
該
地

域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

は
、
高
速
の
無
線
通
信
Ｗ

ｉ
ー
Ｆ
ｉ
の
活
用
が
、
現
実

的
で
効
果
的
な
方
法
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で

町
に
お
い
て
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
設

備
等
の
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
と
し
て
、
光
回
線
の
末
端

か
ら
無
線
中
継
局
を
設
置

し
、
未
整
備
地
域
へ
無
線
で

電
波
を
飛
ば
す
方
策
で
も
、

多
額
の
費
用
を
要
し
、
設
置

後
の
維
持
管
理
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
者
と
の
調

整
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ

ｉ
整
備
等
の
情
報
通
信
基
盤

の
整
備
も
難
し
い
と
判
断
し

て
い
る
。

　

当
該
地
域
の
一
般
家
庭
で

も
利
用
で
き
る
携
帯
電
話
会

社
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
頂
く
こ
と

が
、
現
時
点
に
お
け
る
町
と

し
て
の
考
え
で
あ
る
。

　

テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
教
育

機
関
の
最
高
学
府
に
お
い

て
、
部
活
指
導
（
監
督
・
コ
ー

チ
）
の
ワ
ン
マ
ン
的
な
部
活

動
や
勝
利
優
先
主
義
な
ど
の

在
り
方
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
義
務
教
育
に
お
け
る
部

活
動
指
導
、
特
に
中
学
校
の

教
育
現
場
で
は
、
ど
の
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

　

中
学
校
の
部

活
動
は
、
学
習
指
導
要
領
で

は
、
学
校
教
育
の
一
環
に
位

置
付
け
ら
れ
、
生
徒
の
自
主

的
、
自
発
的
な
参
加
に
よ
り

行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
及
び
科
学
等
に
親
し
ま

せ
、
学
習
意
欲
の
向
上
や
責

任
感
、
連
帯
感
の
涵
養
等
に

資
す
る
も
の
と
し
て
、
教
育

課
程
と
の
関
連
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
、
と

な
っ
て
い
る
。

　

各
学
校
で
、
部
活
動
に
関

す
る
運
営
方
針
と
し
て
、
目

的
や
目
標
、
基
本
的
事
項
、

約
束
事
な
ど
を
定
め
て
お

り
、
基
本
的
に
は
そ
の
方
針

を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

部
活
動
の
目
的
は
、
異
学

年
交
流
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
、
体

力
の
向
上
及
び
技
術
習
得
、

ま
た
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て
の
自
主
的
な
活
動
を
通
し

て
、
協
調
性
や
社
会
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

部
活
動
の
指
導
と
し
て

は
、
勝
利
至
上
主
義
は
と
ら

ず
、
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
態

度
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
、
礼

儀
や
態
度
な
ど
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
て
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
指
導
を
し
て
い
る
。

　

議
員
が
ご
心
配
の
ワ
ン
マ

ン
的
な
指
導
や
ル
ー
ル
を
無

視
し
た
よ
う
な
指
導
に
つ
い

て
は
、
当
然
あ
り
ま
せ
ん
し
、

管
理
職
に
よ
る
部
活
動
の
点

検
や
複
数
顧
問
の
配
置
な
ど

に
よ
り
、
健
全
な
部
活
動
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

「
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
」

「
義
務
教
育
に
お
け
る

　  

部
活
動
指
導
（
中
学
校
）
に
つ
い
て
」

（右）ＯＮＵ < 光回線終端装置：左
> とＷｉ－Ｆｉルーター < 右 >。Ｏ
ＮＵは光回線でインターネットに接
続する際に必要な通信機器のひとつ。
Ｗｉ－Ｆｉルーターは様々な機器を
ワイヤレスでインターネットに接続
させる。

◆無線ＬＡＮとは
　ケーブルがなくてもインターネットに接続できるシステムのこと。
親機（無線ＬＡＮルータ）から発信される電波を子機（パソコン等）
が受信し、インターネットが利用できる環境になる。
◆Ｗｉ－Ｆｉとは
　無線ＬＡＮの認定規格のひとつ。無線ＬＡＮというくくりの中に、
Ｗｉ－Ｆｉがある。例えば、自動車という乗り物（無線ＬＡＮ）と、
その中のブランドである日本車（Ｗｉ－Ｆｉ）のようなもの。

（左）電線や電柱には様々な

ケーブルが配線され、そこか

ら各家庭へ線を引き込んでい

く。

町
長

教
育
長
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現
在
の
医
師
、
看
護
師
の

充
足
率
、
入
院
ベ
ッ
ド
の
利

用
率
は
。

　

町
民
が
不
便
や
問
題
点
を

訴
え
て
い
る
。
具
体
例
も
含

め
、
道
へ
ど
の
よ
う
な
要
望

を
し
て
い
る
の
か
。

　

医
師
は
定
数
17
に

対
し
10
人
、
看
護
師
は
定
員

119
に
対
し
86
人
、
入
院
ベ
ッ

ド
利
用
率
は
昨
年
度
実
績
で

40
・
７
％
。

　

診
療
体
制
維
持
は
南
檜
山

保
健
医
療
福
祉
圏
域
で
札
幌

医
大
へ
出
向
き
要
望
行
動
を

行
っ
て
い
る
。
特
に
圏
域
唯

一
の
小
児
科
、
精
神
科
、
産

婦
人
科
、
透
析
に
関
し
て
強

く
要
望
し
て
い
る
。
病
院
の

利
用
に
対
し
て
は
、
都
度
病

院
と
情
報
共
有
し
要
望
を
伝

え
て
い
る
。

　

道
立
病
院
で
の
人
工

透
析
が
増
や
せ
な
い
状
況
な

の
か
。

　

医
師
対
策
に
つ
い
て
、
国

に
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く
べ

き
。

　

道
立
病
院
と
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
べ
き
。
出

前
講
座
の
実
施
な
ど
地
域

と
の
関
わ
り
を
持
つ
べ
き
で

は
。

　

人
工
透

析
は
今
後
１
台
増
え
る
予
定

だ
が
、
依
然
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。

　

国
の
動
き
も
見
な
が
ら
要

望
行
動
は
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

以
前
、
小
児
科
医
師
を
招

い
て
話
を
し
て
も
ら
っ
た
が

好
評
だ
っ
た
。
状
況
か
ら
厳

し
い
も
の
が
あ
る
が
、
病
院

と
町
が
少
し
で
も
近
づ
け
る

よ
う
事
業
を
考
え
て
い
き
た

い
。

　

道
立
病
院
を
道

が
責
任
を
も
っ
て
や
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
事
業
な
ど

で
病
院
と
の
接
近
を
も
っ
と

図
る
べ
き
。

　

事
業
の
検
討

も
行
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と

身
近
な
地
域
の
場
所
と
な
る

よ
う
、
町
に
と
っ
て
必
要
な

道
立
病
院
だ
と
い
う
こ
と
を

強
く
訴
え
て
い
き
た
い
。

　

防
災
計
画
を
一
つ
ひ
と
つ

着
実
に
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

攻
め
の
姿
勢
で
積

極
的
に
働
き
か
け
を
し
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
防
災
計

画
に
規
定
し
て
い
る
普
及
・

啓
発
を
要
す
る
事
項
や
方
法

に
基
づ
き
、
防
災
活
動
が
的

確
で
円
滑
な
実
施
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
た
い
。

　

町
広
報
誌
に
、
防
災

に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
は
。
土
砂
災
害
な
ど
の

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳

し
く
載
せ
て
は
ど
う
か
。

　

防
災
備
蓄
セ
ン
タ
ー
を

知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
想
定
を
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
す
べ
き
。

　

広
報
の
連

載
は
交
通
安
全
対
策
と
マ
ッ

チ
ン
グ
し
な
が
ら
今
後
に
進

ん
で
い
き
た
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
に
も
努
め
て

い
き
た
い
。

　

備
蓄
セ
ン
タ
ー
の
見
学
依

頼
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

　

具
体
的
な
訓
練
は
、
今
年

は
津
波
を
想
定
し
た
も
の
を

考
え
て
い
る
。
土
砂
や
洪
水
、

夜
間
、
冬
場
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。　

備
蓄
セ
ン
タ
ー

を
そ
も
そ
も
知
ら
な
い
町
民

が
い
る
。
普
及
啓
発
が
必
要

で
は
。
備
蓄
を
増
や
す
こ
と

を
進
め
て
い
る
の
か
。

　

計
画
に
対

し
満
足
な
状
況
で
は
な
い

が
、
供
給
提
供
の
協
定
を
結

ん
で
い
る
た
め
調
達
は
出
来

る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

「
防
災
計
画
の
普
及
・
啓
発
に
つ
い
て
」

「
道
立
江
差
病
院
の
状
況
に
つ
い
て
」

　

町
健
康
増
進
計
画
で
は
行

政
や
関
係
団
体
に
対
す
る
支

援
策
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
あ
っ
た
の
か
、成
果
は
。

　

町
の
公
的
施
設
の
対
策

は
。
全
面
禁
煙
を
進
め
る
べ

き
で
は
。

　

学
校
で
の
タ
バ
コ

学
習
、
妊
娠
届
出
時
の
指

導
、
禁
煙
方
法
の
各
種
事
業

で
の
周
知
な
ど
を
行
っ
て
い

る
が
、
出
前
講
座
協
議
検
討

な
ど
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

な
い
項
目
も
あ
る
。
各
取
り

組
み
は
２
０
２
０
年
に
中
間

評
価
を
行
う
。

　

公
共
施
設
は
、
建
物
内
禁

煙
を
進
め
る
た
め
の
準
備
を

し
て
い
る
。
遅
く
て
も
年
内

に
課
題
整
理
を
し
、
禁
煙
の

時
期
を
決
め
て
い
き
た
い
。

　

森
林
経
営
管
理
法
が
成
立

し
、
利
益
の
出
な
い
森
林
を

市
町
村
で
管
理
す
る
こ
と
に

な
り
過
大
な
負
担
と
な
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
町
へ

の
影
響
は
。

　

町
内
私
有
林
の
経
営
管
理

の
状
況
や
所
有
者
不
明
森
林

の
状
況
は
。

　

今
後
の
政
令
等
を

待
ち
、
情
報
を
適
宜
把
握
し
、

制
度
運
用
に
支
障
の
無
い
よ

う
努
め
た
い
。

　

町
内
私
有
林
は
届
け
出
が

必
要
な
伐
採
事
業
な
ど
は
把

握
し
て
い
る
が
、
保
育
管
理

は
把
握
し
て
い
な
い
。
林
地

台
帳
の
運
用
が
来
年
度
か
ら

始
ま
る
こ
と
か
ら
、
経
営
状

況
の
把
握
に
努
め
た
い
。
所

有
者
不
明
森
林
は
、
森
林
法

等
に
基
づ
き
適
切
に
対
処
し

て
い
き
た
い
。

　

情
報
提
供
な
ど
、
森

林
組
合
と
の
状
況
は
。

　

道
自
体

も
具
体
的
な
運
用
に
つ
い
て

説
明
出
来
な
い
状
況
と
確
認

し
て
い
る
。
今
後
、
し
っ
か

り
内
容
を
把
握
し
て
い
き
た

い
。

「
禁
煙
対
策
に
つ
い
て
」

「
森
林
経
営
に
つ
い
て
」

北海道立江差病院

町
長

再

再
再

副
町
長

健
康
推
進
課
長

町
長

町
長

再産
業
振
興
課
長

町
長

再総
務
課
長

再
再

総
務
課
長
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6 月定例会　一般質問 室井　正行 議員（自民党）

　

小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光

る
ま
ち
づ
く
り
を
町
は
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
日
本
遺
産

を
ど
う
生
か
し
、
目
指
す
も

の
は
何
か
、
具
体
的
な
考
え

が
あ
る
の
か
。

　

文
化
庁
の
補
助
金
終
了

後
、
何
を
優
先
し
何
の
事
業

を
推
進
し
た
い
の
か
。

　

新
た
な
発
想
を
取
り
入
れ

た
事
業
計
画
が
必
要
。
民
間

活
力
を
入
れ
な
が
ら
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
連
結
さ
れ

る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

で
は
。　

古
く
て
新
し
い
ま

ち
江
差
を
掲
げ
、
歴
史
的
・

文
化
的
資
源
を
生
か
し
、
若

い
世
代
が
住
み
た
い
、
遊
び

に
行
き
た
い
、
そ
の
よ
う
な

町
を
目
指
し
て
い
る
。
日
本

遺
産
認
定
を
生
か
し
た
事
業

展
開
が
必
要
不
可
欠
。
今
後

は
、
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
推
進
や

日
本
遺
産
に
関
連
し
た
数
々

の
文
化
財
が
点
在
し
て
い
る

か
も
め
島
を
含
め
た
周
辺
地

域
の
整
備
を
想
定
し
た
北
の

江
の
島
構
想
を
着
実
に
実
行

し
て
い
く
。

　

日
本
遺
産
の
事
業
を
通
じ

て
、
江
差
町
の
価
値
を
町
民

が
理
解
・
実
感
し
、
町
民
自

身
が
観
光
に
係
わ
る
、
携
わ

る
環
境
作
り
を
進
め
る
。
醸

成
し
た
町
民
の
意
識
を
誘
客

に
最
大
限
活
か
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
日
本
遺
産
事
業
に

よ
り
構
築
し
た
仕
組
み
や
情

報
発
信
の
取
り
組
み
な
ど
を

基
盤
と
し
、
通
過
型
か
ら
滞

在
型
・
着
地
型
観
光
へ
の
転

換
を
図
る
こ
と
で
、
幅
広
い

産
業
業
種
に
経
済
波
及
効
果

を
も
た
ら
す
よ
う
補
助
事
業

終
了
後
に
お
け
る
町
の
自
走

化
に
向
け
、
民
間
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め

る
な
ど
、
的
確
な
事
業
展
開

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

日
本
遺
産
認
定
と
新
た
な

事
業
の
発
掘
に
つ
い
て
、
観

光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
立
ち
上
げ
と
そ

の
推
進
、
北
の
江
の
島
構
想

な
ど
、
今
後
計
画
を
詰
め
て

い
く
段
階
で
、
官
民
問
わ
ず

多
く
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を

賜
り
な
が
ら
、
未
来
を
見
据

え
た
事
業
計
画
の
策
定
に
繋

げ
て
い
く
。

　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連

合
へ
の
加
盟
或
い
は
地
域
型

と
し
て
の
日
本
遺
産
認
定

は
、
国
内
外
の
観
光
客
を
江

差
町
へ
呼
び
込
む
た
め
の
大

切
な
ツ
ー
ル
。
そ
の
方
々
が

も
う
一
度
訪
れ
た
い
、
知
人

に
そ
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
町

と
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　

今
年
の
日
本
遺
産

で
、
江
差
町
が
参
加
し
な

か
っ
た
、「
小
樽
市
、
石
狩

市
と
青
森
県
野
辺
地
町
含
め

た
構
成
町
村
15
道
府
県
の
38

市
町
が
荒
波
を
越
え
た
男
た

ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
、

北
前
船
寄
港
地
船
主
集
落
」

が
追
加
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

中
国
の
大
連
で
行
わ
れ
た
北

前
船
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
江
差
町

長
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
北
前
船
寄
港
地
の
江
差

が
先
頭
を
切
っ
て
参
加
す
べ

き
で
な
か
っ
た
か
。

　

上
川
ア
イ
ヌ
な
ど
の
日
本

遺
産
認
定
も
広
域
連
携
と

な
っ
て
い
る
。
単
独
認
定
の

江
差
町
は
こ
れ
か
ら
ど
う
進

ん
で
い
く
の
か
。
北
の
江
の

島
構
想
と
連
動
し
た
計
画
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

日
本
遺

産
ブ
ラ
ン
ド
は
、
な
か
な
か

多
く
の
方
々
に
認
知
さ
れ
て

い
な
い
。
今
年
の
上
川
の
認

定
或
い
は
空
知
、
小
樽
、
胆

振
の
炭
鉱
、
港
、
そ
れ
か
ら

鉄
と
い
う
と
こ
ろ
で
来
年
手

を
挙
げ
る
と
い
う
の
を
見
て

も
、
日
本
遺
産
に
対
す
る
見

方
は
上
が
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

江
差
町
が
リ
ー
ド
し
な
が

ら
北
海
道
と
日
本
遺
産
で
観

光
客
を
呼
べ
る
よ
う
な
リ
ー

ド
を
し
て
い
き
た
い
。

　

日
本
遺
産
を
町
が

目
指
し
た
の
は
、
文
化
財
を

活
用
し
て
観
光
振
興
に
繋
げ

た
い
目
的
。
単
独
認
定
は
観

光
戦
略
と
し
て
プ
ラ
ス
に
働

く
こ
と
を
考
え
目
指
し
た
経

緯
が
あ
る
。
北
前
船
の
広
域

連
携
に
つ
い
て
も
、
町
が
排

除
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
今

後
も
認
定
町
村
と
連
携
し
て

い
く
。

　

日
本
遺
産
の
北
海
道
の
先

進
地
と
し
て
の
自
負
は
あ
る

が
、
観
光
振
興
に
生
か
し
き

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
ど
う

解
決
す
る
か
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

今
後
、
認
定
地
が
増
え
て

い
く
こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、

そ
の
分
江
差
町
も
年
数
を
重

ね
て
、
進
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う

取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
北
前
船
の

皆
さ
ん
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
江
差
町
の
観
光
振
興
を

こ
の
日
本
遺
産
を
活
用
し
、

北
の
江
の
島
構
想
と
ど
の
よ

う
に
連
携
さ
せ
て
い
く
か
、

そ
の
観
光
振
興
の
戦
略
を

し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
た

い
。

　

小
さ
く
て
も
、
江

差
町
に
行
か
な
い
と
味
わ
え

な
い
空
間
を
作
る
。
そ
う
い

う
計
画
を
練
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

　

北
の
江
の
島
構
想

が
ま
さ
に
江
差
町
の
顔
と
な

る
よ
う
な
観
光
拠
点
と
成
り

得
る
よ
う
色
々
な
魅
力
付
け

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

我
々
一
所
懸
命
策
定
し
て
参

り
た
い
。
色
々
な
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

（上）（右）一昨年 11 月に

開催された第 18 回北前船

寄港地フォーラム in 北海道

江差。レセプションやパネ

ルディスカッション、寄港

地の物産展が行われた。

「
日
本
遺
産
認
定
と
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

　  　
　

ス
モ
ー
ル
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
」

（右）文化庁発行の「日本

遺産」と江差町歴史文化基

本構想の冊子。

町
長

追
分
観
光
課
長

町
長

町
長

再
再

再
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出欠状況をお知らせします！
平成 30 年４月１日から６月 30 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

　

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

・日本遺産関連事業について

　平成29年度事業の顛末と平成30年度の補助金額の内

示を受け、事業計画が完成した。また、ニシンのぼりの

掲揚方法について説明があった。

・函館空港ビルデングの株式譲渡価格の公表について

　１株当たりの株式価格は、8,402円となり、500万円強

の収入が見込まれることが説明された。

・議会だよりにおける一般質問登壇者の写真掲載につい

て

　5月 1日発行の議会だよりから、一般質問欄に各議員

の顔写真を掲載することについて確認した。

・公用車の自動車検査証有効期間切れ運行について

　有効期間切れの公用車を運転していたことについて報

告された。

4 月 23 日

・北の江の島構想（概要版）について

　かもめ島の景勝、史跡などの自然環境や歴史文化、隣

接する海の駅開陽丸・江差港マリーナなど江差ならでは

の資源を活用し、町民や観光客が集う拠点にするという

構想。かもめ島エリアや開陽丸エリアの施設整備案を複

数示し、今後この構想を軸に拠点整備を進めていくこと

が説明された。

・江差町中心市街地活性化調査再検証事業について

　平成 26年度に江差商工会が実施した調査事業から 3

年が経過し、旧江光ビル解体後における商店街を取り巻

く環境が、どのように変化しているかなどについて、江

差商工会が追跡調査した成果品の提出があったことが報

告された。

・地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）の認定につ

いて

　江差こども未来応援プロジェクトが国の地域再生計画

として認定され、今後はパートナー企業と寄付の時期な

どについて協議を進めながら、各種の事業を展開してい

くことが報告された。

全員協議会 を開催しました！
　４月２３日、７月１１日に開催した全員協議会について、

その内容をお知らせします。

7 月 11 日

会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
室
井
正
行
（
委
）

若
山
明
廣
（
副
）

薄
木
　
晴
午

小
野
寺
　
真

小
梅
　
洋
子

小
林
く
に
こ

（
委
）

塚
本
　
眞
（
副
）

飯
田
　
隆
一

萩
原
　
　
徹

西
海
谷
　
望

小
笠
原
淳
夫

打
越
東
亜
夫

第 1 回 定 例 会 6 月 1 4 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会 4 月 2 3 日 ○ ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

4 月 1 7 日 ○ ○ ○ ○ ○

4 月 2 3 日 ○ ○ ○ ●
（私用） ○

4 月 2 4 日 ○ ●
（私用） ○ ○ ○

5 月 1 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

5 月 2 2 日 ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

4 月 3 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 月 1 8 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 月 8 日 ●
（病欠） ○ ○ ○ ○ ○

5 月 2 1 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会
4 月 9 日 ○ ○ ○ ○ ○

4 月 2 3 日 ○ ●
（病欠） ○ ○ ○

決算審査特別委員会 6 月 1 4 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会

4 月 2 7 日 ●
（私用） ○ ○ ○ ○

5 月 2 5 日 ○ ○ ●
（私用） ○ ●

（私用）

6 月 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

6 月 2 1 日 ●
（私用） ○ ○ ○ ○
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　総務産業常任委員会（室井正行委員長）

は、平成２９年第２回定例会で事務調査

をおこし、１２回会議を開催し、担当課

の説明、千葉県館山市や神奈川県の江の

島、七飯町の道の駅などの先進地視察を

２回実施し、調査をした結果について報

告した。

　

北
前
船
交
易
の
舞
台
と
し
て
江
差

町
の
歴
史
を
象
徴
す
る
「
か
も
め
島
」
。

町
は
「
北
の
江
の
島
構
想
～
古
く
て

新
し
い
ま
ち
江
差
～
」
、
か
も
め
島
周

辺
を
拠
点
と
し
た
構
想
を
打
ち
出
し

た
。

　

そ
こ
で
本
委
員
会
は
、
江
差
町
の

大
き
な
構
想
と
の
連
携
等
に
つ
い
て

調
査
す
る
た
め
、
事
務
調
査
を
立
ち

上
げ
た
。
こ
れ
ら
調
査
結
果
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
意
見
を
付
し
て
報

告
す
る
。

<

意
見>

※
抜
粋

◆
か
も
め
島
周
辺
地
域
の
調
査
範
囲

　

に
つ
い
て

　

本
調
査
は
、「
か
も
め
島
」
を
中
心

と
し
た
周
辺
地
域
全
体
の
活
用
計
画

の
調
査
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
で
、
周
辺
地
域
を
範
囲
と
し
て

特
定
し
た
。

◆
周
辺
地
域
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
設
定

　

周
辺
地
域
は
、
特
に
漁
業
振
興
や

民
間
団
体
な
ど
が
所
有
す
る
施
設
群

が
集
約
さ
れ
、
老
朽
化
や
景
観
が
懸

念
さ
れ
る
状
態
で
施
設
が
点
在
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
、
民
間
に
よ
る
個

性
あ
る
宿
泊
施
設
が
建
設
さ
れ
、
周

辺
景
観
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

国
道
２
２
８
号
線
は
、
単
に
急
カ
ー

ブ
解
消
、
交
差
点
改
良
に
留
め
る
こ

と
な
く
、「
折
居
伝
説
」「
北
前
船
文

化
」
を
連
結
さ
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
ロ
ー

ド
と
し
て
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、

そ
の
重
要
性
を
認
識
し
、
一
層
具
体

化
す
る
た
め
、
拠
点
Ａ
～
Ｄ
地
区
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
設
定
し
た
。

◆
他
計
画
と
の
連
動
と
事
業
推
進
体

　

制
の
確
立

　

総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、
北
の
江
の
島
構
想
等
と
の

連
動
と
検
証
を
図
り
、
事
業
を
確
実

に
着
手
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
有
利

制
度
を
活
用
し
、
構
想
の
詳
細
計
画

を
立
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有

利
制
度
は
、
公
的
財
政
の
み
で
な
く
、

民
間
企
業
の
経
済
感
覚
と
経
験
、
資

金
力
等
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
賛
同
す
る
企

業
の
掘
り
起
こ
し
と
、
江
差
町
の
協

力
体
制
の
確
立
が
事
業
計
画
立
案
に

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

◆
土
地
・
建
物
所
有
者
と
事
業
実
施

　

計
画

　

何
を
ど
こ
に
と
い
う
計
画
立
案
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
全
体
計
画
と
並

行
し
、
権
利
関
係
、
難
易
度
調
査
の

検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
法
な
ど
と
合
わ

せ
、
用
途
別
の
建
物
使
用
実
態
を
精

査
し
、
関
係
者
と
の
将
来
意
向
調
査

や
協
議
が
、
事
業
促
進
に
あ
た
り
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

かもめ島周辺地域のゾーニングの設定（Ａ拠点～Ｄ拠点）

D 拠点



議会だより13

よりよいまちづ　くりのために

総務産業常任委員会『かもめ島周辺　の利用計画に関する事務調査』

～常任委員会報告その１～

◆
周
辺
地
域
の
課
題
と
意
見

【
拠
点
Ａ
地
区
（
開
陽
丸
周
辺
）
】

・
開
陽
丸
記
念
館
（
船
体
）
は
相
当
老

朽
化
し
、
今
後
の
長
寿
命
化
対
策
が

必
須
で
あ
る
。
多
く
の
町
民
が
訪
れ

る
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

【
拠
点
Ｂ
地
区
（
南
埠
頭
）
】

・
南
埠
頭
の
多
目
的
機
能
の
充
実
を
図

る
べ
き
で
あ
り
、
広
い
空
間
を
有
効

活
用
し
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

【
拠
点
Ｃ
地
区
（
か
も
め
島
入
口
）
】

・
か
も
め
島
入
口
は
、
周
辺
一
帯
で
新

し
い
価
値
を
生
み
出
す
環
境
整
備
が

最
重
要
と
考
え
る
。

・
急
カ
ー
ブ
解
消
の
み
の
交
通
安
全

対
策
で
は
な
く
、
周
辺
一
帯
の
環
境

整
備
と
江
差
町
の
有
利
性
を
生
か
し
、

広
く
連
結
し
た
計
画
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
拠
点
Ｄ
地
区
（
か
も
め
島
）
】

・
あ
り
の
ま
ま
の
か
も
め
島
を
そ
の
ま

ま
の
魅
力
で
伝
え
る
こ
と
こ
そ
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
誘
導
看
板

や
歴
史
的
背
景
を
伝
え
る
説
明
看
板

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

・
か
も
め
島
灯
台
は
、
北
前
船
の
常
夜

灯
の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、
海
の
安
全

を
守
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
。
誘
導
標
識
や
内
容
説
明
な

ど
が
不
足
し
て
い
る
。　

◆
「
海
の
駅
」「
道
の
駅
」
構
想
と
「
北

　

の
江
の
島
」
構
想

　

北
の
江
の
島
構
想
の
素
案
内
容
は
、

当
委
員
会
の
事
務
調
査
と
大
き
な
相

違
は
な
い
も
の
と
認
識
す
る
。
し
か

し
、
素
案
に
は
、
南
埠
頭
用
地
の
在

り
方
、
国
道
周
辺
用
地
を
含
め
た
周

辺
地
域
全
体
の
方
向
性
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。
北
の
江
の
島
構
想
に
お
い

て
提
案
さ
れ
た
現
在
施
設
の
拡
充
・

整
備
か
、
国
道
か
ら
の
地
域
全
体
周

辺
整
備
を
含
め
た
南
埠
頭
へ
の
新
た

な
「
道
の
駅
」
構
想
を
促
進
・
選
択

す
る
か
、
そ
の
軸
足
の
設
定
を
明
確

に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
総
括

　

江
差
町
の
進
む
べ
き
将
来
予
測
を

現
実
的
に
し
っ
か
り
検
討
・
把
握
し
、

確
実
な
事
業
推
進
を
図
る
こ
と
が
一

層
重
要
で
あ
る
。

　

場
当
た
り
的
、
イ
ベ
ン
ト
的
発
想

事
業
は
、
地
域
、
江
差
町
の
あ
る
べ

き
姿
を
追
求
す
る
、
持
続
可
能
な
政

策
へ
の
貢
献
度
は
少
な
い
と
考
え
る
。

他
町
、
全
道
的
に
類
の
な
い
、
新
た

な
発
想
に
基
づ
く
政
策
立
案
が
緊
急

の
課
題
と
言
え
る
。

　

町
長
が
提
案
し
た
「
北
の
江
の
島

構
想
」
を
、
如
何
に
位
置
付
け
、
江

差
町
の
最
重
要
、
最
重
点
地
区
で
あ

る
と
再
認
識
し
、
そ
の
全
体
計
画
を

早
期
に
策
定
す
る
こ
と
が
生
き
残
り

を
か
け
た
江
差
町
に
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
強
く
認
識
す
る
。

　

「
か
も
め
島
周
辺
地
域
」
の
再
考
察

と
認
識
、
交
付
金
事
業
の
み
に
依
存

す
る
修
繕
・
整
備
事
業
で
は
な
く
、

江
差
町
最
大
の
魅
力
あ
る
中
核
地
区

と
し
て
の
全
体
計
画
の
早
期
策
定
を

強
く
求
め
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

①
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
拠
点
内
の
民
間
所

　

有
の
温
泉
熱
の
活
用

②
国
道
か
ら
か
も
め
島
に
至
る
電
柱

　

配
線
の
地
中
化

③
老
朽
化
、
未
使
用
施
設
の
早
期
対

　

策

（
右
）
神
奈
川
県
の
江
の
島
観

光
ガ
イ
ド
の
方
の
案
内
で
江
の

島
全
体
を
視
察
。
歴
史
を
感
じ

な
が
ら
、
ま
た
課
題
を
確
認
し

な
が
ら
視
察
を
行
っ
た
。

（
上
・
右
）
千
葉
県
館
山
市
の

海
の
駅
で
の
行
政
視
察
の
よ

う
す
。
施
設
内
に
は
館
山
市

在
住
の
「
さ
か
な
く
ん
」
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

（左）かもめ島上の灯台。かもめ島

の歴史や周辺の景観を再認識した。

（右）七飯町の道の駅を視察。

さまざまな工夫がされた施

設や周辺店舗等に配慮した

運営がされていた。
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　社会文教常任委員会（小林くにこ

委員長）は、平成２９年第４回定例

会で事務調査をおこし、７回会議を

開催し、兵庫県篠山市や岡山県倉敷

市を視察した。調査をした結果につ

いて報告した。

<

意
見>

◆
江
差
町
に
お
け
る
文
化
遺
産
保
護

　

等
に
対
す
る
行
政
支
援
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
文
化
遺
産
保
護
の
行

政
支
援
と
し
て
、
年
間
２
千
万
円
を

超
え
る
文
化
財
保
護
費
（
平
成
28
年

度
実
績
）
を
執
行
し
て
い
る
が
、
半

分
近
く
が
賃
金
等
の
支
出
で
あ
り
、

文
化
財
保
護
（
文
化
財
施
設
の
老
朽

対
策
等
）
の
見
地
か
ら
は
十
分
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
文
化
遺
産
保

護
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
所
有
者
や
町
民
を
巻
き
込
ん

だ
保
護
、
活
用
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
文
化

遺
産
の
活
用
と
い
う
視
点
で
は
、
縦

割
り
で
は
な
く
横
軸
を
基
本
に
役
場

内
関
係
課
の
連
携
を
密
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
今
ま
で
の
文
化
財
行
政

に
見
ら
れ
た
保
護
中
心
の
手
法
だ
け

で
な
く
、
育
て
、
活
用
す
る
と
い
っ

た
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
町
民
や
団
体
が
行
う
文
化

遺
産
保
護
活
動
に
対
す
る
補
助
事
業

に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
江
差
町
に
お
け
る
古
文
書
等
保
存

　

資
料
の
整
理
状
況
に
つ
い
て

　

本
町
に
保
存
さ
れ
て
い
る
古
文
書

等
保
存
資
料
に
つ
い
て
は
、
一
定
程

度
整
理
が
さ
れ
て
い
る
も
の
の
不
十

分
で
あ
り
、
未
解
読
資
料
の
中
に
は

歴
史
的
な
価
値
の
あ
る
文
化
遺
産
が

埋
も
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。
今
後
の
資
料
の
解
読
と
合
わ

せ
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
な

ど
、
計
画
的
な
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

◆
江
差
町
に
お
け
る
文
化
遺
産
に
対

　

す
る
町
民
理
解
と
伝
承
に
つ
い
て

　

本
町
の
文
化
遺
産
の
中
で
、
特
に

よりよいまちづ　くりのために

　

文
化
遺
産
を
守
り
、
育
て
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
を
目

的
に
、
文
化
遺
産
に
関
す
る
事
務
調

査
を
立
ち
上
げ
た
。

　

平
成
29
年
３
月
、
江
差
町
歴
史
文

化
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
、
同
年
４

月
、
江
差
町
が
文
化
庁
か
ら
北
海
道

第
１
号
（
地
域
型
）
と
し
て
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
。

　

平
成
30
年
２
月
に
は
、
日
本
文
化

遺
産
認
定
先
発
地
の
兵
庫
県
篠
山
市

と
岡
山
県
倉
敷
市
に
出
向
き
、
調
査

研
修
を
実
施
し
た
。

　

篠
山
市
で
は
、
「
篠
山
市
創
造
都
市

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
文
化
遺
産

の
み
な
ら
ず
、
「
情
報
発
信
」
「
地
域

拠
点
・
空
間
・
景
観
」
「
食
・
農
・
山
里
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
「
集
落
農
業
の
再
生
」
や
神

戸
大
学
と
連
携
し
た
「
篠
山
市
農
村

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」
で
は
人
材

育
成
も
取
り
入
れ
、
効
果
を
あ
げ
て

い
る
。

　

倉
敷
市
で
は
、
「
美
観
地
区
」
の
集

客
を
、
他
の
観
光
エ
リ
ア
と
結
ぶ
方

策
が
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宿
泊

施
設
不
足
の
解
消
に
向
け
た
対
策
で

は
、
空
き
家
を
宿
泊
施
設
に
活
用
し

た
例
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る

「
空
き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
仲
介
」
事
業
が

特
筆
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
検
討
を
踏
ま
え
、

次
の
と
お
り
意
見
を
付
し
て
報
告
す

る
。
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無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
・
伝
承
に

お
い
て
、
現
在
の
少
子
化
社
会
に
あ
っ

て
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

江
差
町
歴
史
文
化
基
本
構
想
に
は
、

著
名
な
文
化
財
の
ほ
か
、「
江
差
の
お

宝
」
と
し
て
有
形
、
無
形
の
沢
山
の

「
お
宝
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
町

民
の
認
知
度
と
い
う
点
で
は
進
ん
で

い
る
と
は
言
え
な
い
。
具
体
的
に
は
、

町
民
向
け
「
日
本
遺
産
ツ
ア
ー
」
の

開
催
や
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
文
化

学
習
と
し
て
副
読
本
教
材
の
改
訂
を

通
し
、「
ふ
る
さ
と
江
差
に
心
の
向
く

教
育
の
推
進
」
を
強
化
す
べ
き
で
あ

る
。

◆
江
差
町
に
お
け
る
文
化
遺
産
の
観

　

光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て

　

本
町
の
文
化
遺
産
は
、
い
に
し
え

街
道
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
エ
リ
ア

と
そ
の
他
の
文
化
遺
産
と
の
連
携
が

不
十
分
と
考
え
ら
れ
る
。
点
在
し
て

い
る
文
化
遺
産
の
点
を
、
線
で
結
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
、
江
差
の
歴
史
、
文

化
の
深
化
が
図
ら
れ
、
観
光
資
源
と

し
て
の
拡
大
に
繋
が
る
。
ま
た
、
近

年
の
観
光
は
団
体
か
ら
個
人
に
シ
フ

ト
し
て
き
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
観
光
ル
ー
ト
で
は
発
見
で

き
な
か
っ
た
「
お
宝
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

◆
日
本
遺
産
認
定
後
の
事
業
展
開
に

　

つ
い
て

　

日
本
遺
産
の
認
定
に
よ
る
文
化
庁

か
ら
の
支
援
は
３
年
間
で
あ
る
。
事

業
メ
ニ
ュ
ー
が
限
定
さ
れ
て
い
る
中

で
も
、
関
係
機
関
、
団
体
か
ら
の
要

望
を
取
り
入
れ
、
観
光
資
源
で
あ
る

文
化
遺
産
の
磨
き
上
げ
と
、
情
報
発

信
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
最
終
的
に
は
全
国
各
地
に

１
０
０
程
度
の
日
本
遺
産
が
認
定
さ

れ
る
。
全
国
的
に
は
、
日
本
遺
産
の

認
知
度
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
段
階
で

あ
る
が
、
自
ら
の
事
業
展
開
と
日
本

遺
産
認
定
地
域
と
の
交
流
や
連
携
を

深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。

　

町
政
執
行
方
針
の
中
で
「
古
く
て
・

新
し
い
町
」
を
掲
げ
、
こ
の
こ
と
を

具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
江
差
町
の

文
化
遺
産
の
保
存
・
伝
承
を
町
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
し
っ
か
り
後
世

に
引
き
継
ぎ
、
若
者
や
子
育
て
世
代

が
住
み
た
い
、
多
く
の
方
々
が
遊
び

に
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
頂
き
た
い
。

（右・下）兵庫県篠山市を訪問し、日本遺産認
定後の取り組みなどを聞き取り調査した。篠
山城跡では、現地ガイドの案内で周辺を現地
視察した。

（右）担当課から、現在の文化遺産の状況や
観光へどう生かしているかなどを聞き取り
調査。その際に、ＶＲ事業のデモンストレー
ションを体験。

（右・下）岡山県倉敷市を訪問し、日本遺産認
定後の取り組みなどを聞き取り調査した。美
観地区では昔の面影を残した建物が多く、多
くの観光客が訪れていた。



道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に

道産間伐材を使用しています

議会の動き
◆議会広報特別委員会（出席５名）
・５月号議会だよりについて（２回目）
◆全員協議会（出席11名、欠席１名）
・北の江の島構想（概要版）について
・江差町中心市街地活性化調査再検証事業に
　ついて
・地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）
　の認定について
・日本遺産関連事業について
・函館空港ビルデングの株式譲渡価格の公表
　について
・議会だよりにおける一般質問登壇者の写真
　掲載について
◆総務産業常任委員会（出席４名、欠席１名）
・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席４名、欠席１名）
・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査
　（七飯町及び上ノ国町視察）

◆議会運営委員会（出席４名、欠席１名）
・議会運営に関する事務調査

◆社会文教常任委員会（出席５名、欠席１名）
・文化遺産に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席５名）
・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査
◆檜山議長会議

◆倉敷市議会会派行政視察

◆社会文教常任委員会（出席６名）
・文化遺産に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席５名）
・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査

◆議会運営委員会（出席３名、欠席２名）
・第２回定例会の運営について
・議会運営に関する事務調査

◆議会運営委員会（出席５名）
・第２回定例会の運営について

◆道議長会定期総会及び研修会（札幌市）

◆第２回定例会（出席12名）

◆議会運営委員会（出席４名、欠席１名）
・第２回定例会振り返りについて
・議会運営に関する事務調査

◆道議長会町村議会議員研修会（札幌市）

◆福島県猪苗代町議会行政視察

◆全員協議会（出席11名、欠席1名）
・公用車の自動車検査証有効期間切れ運行に
　ついて
◆議会広報特別委員会（出席４名、欠席１名）
・８月号議会だよりについて（１回目）
◆今金町議会行政視察（江差中学校）

議会だより 16
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　毎年行われている全道優良

町村議会広報表彰。今年の応

募総数は28点で、特選は浦

幌町議会、入選が３団体で沼

田町議会、長沼町議会、江差

町議会が選ばれました。

　江差町の議会だよりがコン

クールで入選したのは平成

27年以来３年ぶりのことで

す。

4月23日

24日

27日

5月8日

15日

18日

21日

22日

25日

6月5日

12日～13日

14日

21日

7月3日

4日

11日

　 今 号 の 表 紙

北海道町村議会議長会主催
第３８回町村議会広報コンクールで入選！

（上）表彰された29年5月発行

号。表紙のかもめ保育園の子ど

もたちの表情が評価された。

（左）打越議長から賞状を授与

された西海谷広報特別委員長　
　７月３日、札幌コンベン

ションセンターを会場に全

道の議員研修会が行われ、

９人の議員が出席しまし

た。

　講師は、歴史家・作家の

加来耕三氏が「明治維新から150年、現在そして未来を考

える」、日本大学法学部教授の岩井奉信氏が「現代日本政

治と政局のゆくえ」について講演されました。

　史実に基づいた歴史を現代にどう生かしていくか、また

現在の政局の状況や今後どうなっていくのか、などについ

て話されました。

平成３０年度
北海道町村議会議員研修会に出席しました！

☆江差町立保育園園児による農産物収穫体験
　７月20日、江差町立保育園の園児による農産物の収穫体
験がありました。
　これまでの悪天候の影響で畑が少しぬかるんだ中で、園
児が長靴を履き、手には軍手スタイルで収穫に臨みまし
た。収穫に入る前に、土に足を取られ転びそうになったり

する中、収穫したイモやスナ
ップえんどうを先生に自慢げ
に見せていました。
　園児の多くは、馬鈴しょや
スナップえんどうの収穫が初
めてで、大きいイモを掘り当
てたり、えんどう豆を収穫す
るたび、大きな歓声を上げて
いました。
　限られた時間ですが、食べ
慣れている食材を収穫する体
験は有意義で、園児達も大喜

びでした。

（撮影者：塚本　眞　議会広報特別委員会委員）


